
1. はじめに
筆者は日本福祉大学 (以下, 本学) で 1年生の ｢スポー

ツ実技｣ を担当している. スポーツ実技を担当する教員

の間で ｢最近の学生はまじめ｣ ｢まじめだけど行動が伴

わない｣ ｢受け身の学生が多い｣ といった話題がよく出

る. この傾向は本学だけに言えることではない. 武内は,

とくにここ 10 数年の間にどの大学でも, 授業出席率は

たしかに高まっている. その反面, ｢高校と同じように,

授業では出席がとられ, 教師の指示にしたがって将来に

役立つ内容が教えられるべき, と感じている｣, ｢大学教

師に従順な大学生が増えている｣ (武内清, 2014, 2010)

と指摘しており, 全国的な傾向であると推察できる.

この傾向について, 筆者が高等学校教員として ｢体育

実技｣ を担当していた時を振り返ってみる. 高校での

｢体育実技｣ は 1 種目につき 8～12 時間で基礎, 応用,

実践, 試合を指導するのが一般的であった. 少ない時間

数で 1種目の基礎から試合までを完結させるためには,

｢生徒に考えさせる｣ というプロセスに多くの時間を割
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要旨：

最近, ｢大学の学校化｣, 大学生の ｢生徒化｣ という言葉をよく耳にする. 筆者が担当するスポーツ実技を履修する 1年生

の動向を観察すると, ｢授業出席率が高く, まじめで, 言うことをよく聞く学生｣ が多い. しかしその反面, ｢自ら能動的に

学ぶ姿勢, 意欲, 意識が低く, 指示がなければ動けない学生が増えている｣ という実感がある. 高校教員の経歴を持つ筆者

は, この傾向を ｢高校生｣ の学習スタイルに近いものと感じ, ｢まだ学生化できていない生徒｣ と捉えた. このような学生

に対し, 高校時代の ｢体育｣ と, 大学での ｢スポーツ授業｣ の学びのプロセスの違いを実感することが ｢大学生として学ぶ

姿勢, 技術｣ を身につけさせ, ｢生徒の学生化｣ のために有用であると筆者は考えた. そのためにアクティブラーニング,

反転授業, グループ学習, ICT (Information and Communication Technology) 活用など, 様々な学習手法を使って授業

を展開した. 本稿では実際に展開した実践の報告とともに, 得られた知見を報告する.

実践報告



くことは非常に困難であった. 授業進行の傾向として

｢運動が苦手な生徒｣ はあまり目立つことがなく, ｢運動

能力が高い, 運動が好きな生徒｣ が中心になって授業が

進むことが通常であった. 結果的に ｢運動能力が高い,

運動が好きな生徒｣ には良い成績がつく場合が多数であっ

た.

これらの事例の善悪は別として, 高等学校における教

育では, 3 年間という短い時間の中で生徒により多くの

学びを習得させるために, 生徒の自主性より, 教員によ

る管理を重視する必要があり, 結果的に ｢教員が将来に

役立つ内容を教えてくれる｣ という受け身の姿勢が育つ

ことが推察される.

その後, 筆者はアメリカンフットボール部の監督とし

て本学に勤務することとなったが, 当時の 4年生と懇談

した際, ｢大学生とはこんなにしっかりした考えを持ち,

自主的に行動するのか｣ と感心した覚えがある. 約 5年

間, 監督として指導を行ったが, 年を追うごとに 4年生

はもちろん, 部全体の ｢受け身｣ ｢指導者依存｣ 姿勢が

強くなっていく傾向を感じた. これは, 監督である筆者

自身が高校教員としての指導法から脱却できず, ｢学生

に与えすぎてしまった｣ ことが原因であると推察する.

つまり, 筆者自身が学生に対し手厚く指導しすぎたため

｢大学生の生徒化｣ が起こってしまった事例である.

｢スポーツ実技｣ を履修する学生は 1 年生である. 高

校卒業後すぐであるため, 当然のごとく ｢高校生気分｣

が抜けておらず, まさしく ｢生徒｣ の状態である. 筆者

の所属する全学教育センターは, 学部を越えて, 本学学

生が身につけるべき力をつけることを教育目標としてい

る. つまり ｢生徒の学生化｣ を担う部署でもある. そこ

で自らが経験した ｢学生の生徒化｣ 事例と, これまでの

教育実践を活かし, ｢スポーツ実技｣ のプログラムで

｢生徒の学生化｣ を志すに至り, 実践を行った.

2. 目的
大学生の学びに必要な ｢学習方法｣ ｢能動的に学ぶ姿

勢｣ ｢コミュニケーション力｣ などを経験的に学習し,

身につけることで ｢生徒の学生化｣ を図ることを目的と

する. まず, ｢学習手法は目的ではなく, あくまでも手

段である｣ と考え, それぞれの学習手法に高い結果をも

とめるのではなく, 経験させてみるという視点を持って

臨んだ. 次に ｢失敗は成功のもと｣ と考えた. この場合

の失敗とは, 大学での学びに際し, 自分に不足している

意識や技術を知ることで必要性を感じ, 成長するであろ

うという意味である. この 2点の考え方を念頭に ｢生徒

の学生化｣ を図るため, 様々な学習手法を用いた.

具体的な到達目標は 2 点ある (表 1). 1 点目は ｢1.

大学生としての学びに必要な技術の取得｣ である. パソ

コンやネットワークの使い方やレポート, 学習記録の作

成などの技術を経験し, 必要性を知ることを最終的な目

的として, 本学が提供するGoogle Appsなどの ICTサー

ビスや, iPad, 各自のスマートフォンを活用し授業を

行った. 2 点目は ｢2. 大学生としての学びに必要な意

識の取得｣ である. 能動的に学習する姿勢や必要性を経

験的に知ることを目的として, グループ学習におけるア

クティブラーニングやディスカッション, スマートフォ

ンや iPad での振り返り学習や他者指導, 反転学習など

の手法を用いた.

3. 本学におけるスポーツ授業の考え方
本学では早くから ｢大学体育は小・中・高での学びの

上に位置づく教育である｣ と捉え, ｢レクリエーション

的な内容になっていないか｣ ｢高校体育以上の水準の内

容が提供されているか｣ という議論が繰り返し行われて

いた. その到達点として ｢20 歳の学力｣ (表 2) が設定

された. ｢20 歳の学力｣ の内容は ｢1. 得意なスポーツ

種目を一つは持っている｣ として, 1 年間で 1 種目を学
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表 2. 設定された ｢20 歳の学力｣

1. 得意なスポーツ種目を一つは持っている
2. そのスポーツの初心者指導ができる
・15 時間の指導計画をつくることができる.
・初歩のゲームの審判ができる.
・クラブ運営 (部活動) の指導ができる.
3. ｢スポーツと社会｣ について社会科学的認識を持っている
・スポーツ振興法やユネスコ ｢体育
・スポーツ国際憲章｣ を学んでいる.
・スポーツの発展史やスポーツ行財政などについての基礎的
知識を持っている.

表 1. ｢生徒の学生化｣ 到達目標と方法

1. 大学生としての学びに必要な技術の取得
・パソコンの基礎的な使い方 (文章作成, プレゼンテーショ
ン資料, 学習記録).
・ネットワークを使った学習方法の経験.
・文章作成 (レポート, 学習記録) やスライド (作成, プレ
ゼンテーション) などの経験と必要性理解.
・他者観察, 評価. ピアレビュー.
2. 大学生としての学びに必要な意識の取得
・自主性をもって能動的に学習する姿勢の取得.
・受け身の姿勢からの脱却



ぶことにより, 得意と言えるまでの知識, 理解, 技術の

向上を図るものである. ｢2. そのスポーツの初心者指導

ができる｣ は ｢1.｣ で身につけた得意種目の知識力, 理

解力, 技術力を, 他者に対して指導ができるレベルにま

で向上させることを図るものである. ｢3. ｢スポーツと

社会｣ について社会科学的認識をもっている｣ は実技と

理論のつながりや, スポーツと社会とのつながり理解を

図るものである. ｢半期開講｣ ｢複数種目のオムニバス｣

という授業計画では, これらの学びを得ることは困難で

あるとの考えのもと, ｢通年開講｣ ｢通年 1種目｣ という

内容で授業を展開している1). ｢生徒の学生化｣ を目指

す授業プログラムを作成・実践するためには, 上記のよ

うな本学のスポーツ授業に対する考え方, 授業体系が不

可欠であった.

4. 対象と方法
4.1 実践対象講義

本稿では, 美浜キャンパスにおいて 1年次に開講され

ているアーチェリーの授業と, 東海キャンパスにおいて

1年次に開講されている卓球, バドミントンの授業での

実践を報告する (表 3).

4.1.1 アーチェリー履修生の特徴

履修生に対し, 第 1回目の授業でアンケート調査を行っ

た (n=162). 高校時代に体育の授業以外で週 1 回以上

スポーツに関連する部活動や校外活動に参加していた履

修生は 64%であった. スポーツ活動に参加していた履修

生は, 年を追うごとに増える傾向にあった. ｢スポーツ

授業は好きですか｣ という質問に対しては 19%の履修生

が, ｢どちらかといえば好きではない｣ もしくは ｢嫌い｣

と回答していた. ネガティブな意見を持つ理由で一番多

かったのは ｢いい成績をとったことがない｣ であった.

一般的に ｢体育｣ の授業では, スポーツ・運動の得意,

不得意により, 授業に対する積極性が異なる (佐藤ほ

か 2013) との報告がある. 本学のスポーツ授業では,

運動能力や実技の得手不得手だけでなく, 練習計画の立

案, グループ活動など, 実技が苦手でも活躍し, 良い成

績をとるチャンスがある. スポーツ実技にネガティブな

意見を持つ履修生であっても, 明るく快活な履修生が多

い傾向があり, 力を発揮する場があれば ｢学生化｣ は進

みやすいのではないかという仮説をもって実践に臨んだ.

4.1.2 卓球, バドミントン履修生の特徴

履修生に対し, 第 1回目の授業でアンケート調査を行っ

た (n=44). 高校時代に体育の授業以外で週 1 回以上ス

ポーツに関する部活動や校外活動に参加していた履修生

は 62%であった. ｢スポーツ授業は好きですか｣ という

質問に対しては 80%の履修生が, ｢どちらかといえば好

き｣ もしくは ｢好き｣ と回答していた. スポーツ活動に

参加していた履修生は, バドミントンに多い傾向があっ

た. 卓球では, 自由記述欄に ｢厳しい部活で運動をして

きた｣ という趣旨の回答をする履修生が多かった. 私見

ではあるが, まじめな履修生が多く, 指示をされれば素

直に従い行動するが, 自分から積極的に行動する傾向は

低く, ｢指導者の指示で動くことが多く主体的に動くの

が苦手｣ な履修生が多いことが推察された.

4.2 学内環境の利用

本実践では ICT を多く活用した. 使用機器は, 履修

生各自のスマートフォンと学内のパソコン, 必要に応じ

て履修生各自のパソコンも利用した. 2015 年度にスポー

ツ授業用として東海キャンパスに 10 台, 美浜キャンパ

スに 8 台の iPad を購入し, 授業時に利用できるよう整

備された以降は iPad も積極的に利用した. 大学から付

与されているメールアドレス (Gmail) は, 情報教育で

履修生各自のスマートフォンと連携されている. 本学が

提供している Google Apps は大学で付与されたアカウ

ントでのみ利用可能であり, 学外者は利用することはで
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表 3. 対象授業

種 目 アーチェリー (美浜キャンパス)
開 講 2013 年度～2017 年度 4月～1月
授業数 90 分×30 コマ, 2 単位
開講日 金曜日 2限 11 時～12 時 30 分

金曜日 3限 13 時 25 分～14 時 55 分
対象者 ２限：子ども発達学部子ども発達学科 (2017 年より

スポーツ科学部と合同開講)
３限：子ども発達学部心理臨床学科と社会福祉学部

の合同開講
種 目 卓球 (東海キャンパス)
開 講 2015 年度 4月～1月
授業数 90 分×30 コマ, 2 単位
開講日 火曜日 1限 9時 20 分～10 時 50 分
対象者 経済学部
種 目 バドミントン (東海キャンパス)
開 講 2015 年度 4月～1月
授業数 90 分×30 コマ, 2 単位
開講日 火曜日 2限 11 時～12 時 30 分
対象者 経済学部



きない. また, 2015 年に開設した東海キャンパスには

ALL (Active Learning Laboratory ) が設置された.

アクティブラーニングようにデザインされた教室環境で

グループ学習利用することができた.

5. 実践
スポーツ実技の授業内に ｢生徒の学生化｣ を目的とし

て取り入れた実践は, 2013 年度から開始され現在

(2017 年度) に至る. 個々の実践は, 対象となる履修生

を観察しながら毎年加減されているため, 年度によって

実施されなかったものや, 手法を変更したものも存在す

る. 本稿では 2014 年から 2017 年に実施されたプログラ

ムの中から, 有用と思われるものを報告する.

5.1 各自のスマートフォン, iPad を活用した学習

2014 年に行った履修生に対するアンケート結果でス

マートフォンを所持している学生が 100%であったこと

から, 履修生各自のスマートフォンと iPad を利用した

記録や振り返り学習を推進した. スマートフォンの使用

法としては以下のとおりである.

5.1.1 メールでの授業内容連絡2).

メーリングリスト (以下, ML) を作成し, 履修生に

対して授業の場所, 内容, 注意事項等を配信した.

5.1.2 カメラ機能を使った画像の記録.

高等教育において, 記録を残すことは学習の重要なプ

ロセスである. 記録を残す癖をつけることは, その後の

学習に役立つと考えた. また, スポーツ技術の獲得にお

いて, 自己の動作映像を見ることは極めて有効と考えら

れる (村山ほか 2007) との報告もあり, スマートフォ

ンのカメラ機能を利用し記録を残した. 動作映像はスマー

トフォンのデータ容量を圧迫することから, iPad 導入

以降, iPad で記録し, 学内ネットワークを利用し

Google Drive で共有した3). 記録した画像や動作映像は

学習記録の作成や, 授業前, 中の事前学習, 振り返り学

習, ピアレビュー, などに活用した (図 1, 図 2).

5.2 You Tube を使った反転学習

バドミントンや卓球のラケットグリップの持ち方や,

アーチェリーのアンカーリング等の技術を短い動画を作

成し視聴させた. URL (uniform resource locator) を

MLで送付し, 事前学習を行った. グループごとに別の

課題映像を視聴し, グループ内でまとめて授業内で他者

への指導を行った (図 3). You Tube は大学付与のア

カウントと紐つけしてあり, URL を知っている学生の

みが視聴できるようにした.

5.3 紙ベースでの記録, 他者評価と学習記録の作成

他者を観察し, 評価をすることも学習において重要な

プロセスと考えた. 紙ベースの ｢相関チェック表｣ を作

成し, 授業時にグループごとで他者観察・評価を行った.

｢相関チェック表｣ は学習記録の作成での利用や, 振り

返り学習などに使用した.

5.4 グループ学習

グループ内の他者を継続して観察, 評価することが重

要と考え, グループを作成した. グループベースで学習
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図 1. スマートフォンを使った画像, 動作映像の記録 図 2. 自主的にピアレビューを行う学生も多い



記録のピアレビューや反転学習を行った. また, グルー

3プで課題を設定し, Google Apps のスライド4)の作成

とプレゼンテーションを行った (図 4, 図 5).

6. 結果と考察
履修生に対するアンケートは第 1回と最終回に行って

いる. また, 追跡調査として, 2 年生と 3 年生にもアン

ケートを行っている. アンケートは 5択のリッカート形

式と, 自由記述形式である. 本稿では, 自由記述形式で

のアンケート結果を中心に考察する. リッカート形式で

のアンケート結果に関しては, 別の機会で報告したい.

6.1 各自のスマートフォン, iPad を活用した学習

MLを利用しての情報提供は, 自らが履修科目を選択

する高等教育において, 出席は各自の責任であり ｢与え

すぎ｣ という指摘もあった. しかし, 学生に対するアン

ケートでは ｢あまり必要ない｣ ｢必要ない｣ と回答した

履修生は 0%であった. 履修生の 6 割程度が一人暮らし

の学生であり, 生活のリズムが整っていない 1年生には

授業情報は有用であったと推察される.

画像の記録, 利用に関しては, ｢写真を残すと学習記

録がわかりやすくなる｣ ｢言葉で説明されるよりわかり

やすい｣ といった記述が多く, おおむね好評であった.

実践期間を通じて, どの種目においても, 前期期間は指

示があったときのみ画像の確認をおこなっていた. アー

チェリーの学生の中に, 後期に入ると授業前に画像を確

認する者, 授業中に画像を見ながら相互でコメントをす

る姿が散見されたのは, 想定以上の効果であった.

動作映像に関しては, スマートフォンで記録したもの

は ｢見にくい｣ という記述が散見されたものの, iPad

で撮影し, 動作解析アプリ5)での教員による解説や, グ

ループ内でピアレビューをするようになってからは ｢す

ごくわかりやすい｣ ｢自分の中の動きのイメージとの違

いがよくわかった｣ といった記述が多く, 好評であった

(図 6).

6.2 You Tube を使った反転学習

視聴率は高かった. まじめで指示には従う傾向がある

ためと推察される. 事前に授業でするべきことがわかっ

ているためか, 提供した動画に加え, 自らネットで学習

してきた履修生も散見された. グループ内でまとめての

他者指導では, 運動能力的には劣る履修生がリーダーと

なって活動する姿も散見された. しかし, 人任せにする

履修生も多くみられた. このような学生にどう参画させ

るかが課題である.
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図 3. 反転学習とグループ学習で他者への指導を行う 図 4. PC を使った学習記録の作成とグループ学習

図 5. プレゼンテーション



6.3 紙ベースでの記録, 他者評価と学習記録の作成

当初, ICT 利用へのこだわりと, 紛失, 忘れ物への

警戒心から, 紙ベースでの記録は行わなかった. 実際に

画像や動作映像を記録するにはスマートフォンや iPad

が便利である. しかし, 直感的に感想や記録を残すため

には, 紙ベースを利用しての記録のほうが便利であると

感じた. ｢相関チェック｣ とすることで, 適当な文章で

は伝わらないことを理解したとみられ, 簡潔にわかりや

すく表現しようという努力をする履修生も散見された.

しかし, ｢すごくよかった｣ ｢うまかった｣ など, 参考に

ならない感想を書き続ける履修生も若干名存在する. こ

のような履修生にどう対処するかが課題である.

6.4 グループ学習

｢同じ人をつづけて観察するので, だんだん意見が言

いやすくなった｣ ｢苦手なこともみんなで助け合えるの

でよかった｣ という内容が多く, グループでの学習はお

おむね好評であった. しかし, 人選によっては ｢もりあ

がらない｣ ｢いつも発言する人が一緒｣ といった意見も

散見され, グループ作成の難しさを感じる. グループ分

けは, その方法に関して教員間でも何度も議論が行われ

ている. 例えば, 後期にグループの再編を行ったところ,

｢後期のグループは話す人がいなくてつまらない｣ とい

う理由でドロップアウトをした学生がいた. 現在はグルー

プを作成する前に学生を観察し, ある程度教員の思惑が

反映されるようにグループ分けを行っている. また, 私

見ではあるが全体的にコミュニケーション力の低さを感

じる. このため, グループ作成直後はゲームなどを取り

入れ, コミュニケーションが活性化するよう配慮した.

7. 今後の課題とまとめ
本稿では ｢生徒の学生化｣ を図るために行った実践と,

学生の自由記述アンケートの結果を中心に考察した結果

を報告した. 最終アンケートの自由記述には ｢高校の時

の体育とは全然違うことに驚いた｣ ｢スポーツで PC を

使った授業があるのにはびっくりした｣ という趣旨の意

見が散見された. 単位取得後の追跡調査では ｢面倒くさ

いことが多かったけど, 2 年生になって役立つことが多

かった｣ ｢ほかの人より知識が少しあることに優越感を

感じた｣ など, 役に立っているという意見が散見された.

このことから, 実践は概ね仮説通り進んだと推察される.

しかし, 最後まで ｢人任せ｣ ｢他人頼み｣ な履修生も一

定数存在する. このような履修生を ｢やる気がないから｣

で済まさず, ｢学生化｣ するためのさまざまな ｢しかけ｣

を考え, 実践することが課題の一つである. また, 本稿

は自由記述アンケートの結果を中心に報告したが, リッ

カート形式で行ったアンケートの結果のまとめと報告も

行っていきたい.

現在, 多くの大学においてスポーツ授業は ｢レクリエー

ション｣ ｢複数種目のオムニバス｣ 形式で開講される傾

向にある. 現実的に本学でも ｢半期, 複数種目｣ への傾

向は懸念されている. しかし, 本稿で報告した実践は,

通年 1 種目であるからこそできる内容であると言え,

｢半期, 複数種目｣ では高等教育としての学びは難しい

と推察される. アンケート結果では ｢スポーツ実技は,

高校との学習プロセスの違いを理解しやすい科目｣ ｢様々

な学習手法をスポーツ実技で経験することは有用である｣

ことが示唆されたが, さらに研鑽を重ね, ｢生徒の学生

化｣ に寄与したい.
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図 6. iPad アプリを使用した動作解析



注釈

1) 現在ではカリキュラムの都合上, 半期開講となっている学

部もあるが, ｢1 種目｣ を学ぶ姿勢は変わっていない.

2) 少数ではあるが ｢LINE に生活を乱されるのが嫌｣ ｢LINE

情報を他者に知られたくない｣ という意見があったため,

採用を見送った.

3) Google が提供するクラウドサービスである. 当該履修生

の間でのみ共有をし, 必要であればスマートフォンからで

も閲覧ができる.

4) Google が提供するGoogle Apps の一つで, Microsoft の

PowerPoint と同様のアプリである.

5) iPad アプリの ｢Coach's eye｣ を活用した.
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